
ー
ー
療

病

院

開

設

に

全

る

説：

ま
で
の
練
緯

I
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序

説

明
治
初
年
京
都
に
於
け
る
各
種
文
化
施
設
は
誠
に
時
人
を
腟
目
せ
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た 。

徳
川
藉
府
が
瓦
解
し
て
戦
胤
は
終
煽
し 、
効
に
新
に
明
治
政
府
が
成
立
し 、
我
が
京
都
は
そ
の
首
都
と
し
て
大
い
な
る
榮
光
を
待
望
し

た
の
で
あ
っ
た
が 、
明
治
二
年
車
駕
東
行
す
る
や 、
諸
要
人 、
諸
官
術
す
べ
て
之
に
従
つ
て 、
千
年
の
都
も
今
は
「
頓
二
蒲
條
殆
ド

菌
都

ノ
観
ア
リ

市
民
甚
ダ
憂
色
ア
リ」

（
平
安
通
志）
と
い
う
悲
境
に
陥
つ
て
し
ま
っ
た 。

こ
の
京
都
を 、
常
時
消
々
と
し
て
我
國
に
入
り
来
っ
た
西
欧
の
新
文
明
を
自
在
に
描
取
し 、
文
化
に 、
南
業
に 、
専
ら
全
力
を
傾
注
し

て 、
こ
れ
を
衰
亡
か
ら
恢
弘
し
た
の
は 、
参
事
（
後
に
知
事）
樹
村
正
直・
顧
問
山
本
梵
馬
及
び
青
年
蘭
法
器
明
石
博
高
の
高
邁
な
る
識

見
と
た
ゆ
ま
な
い
努
力
の
賜
で
あ
っ
た。
即
ち
明
治
二
年
我
國
最
初
の
小
學
校
が
創
立
せ
ら
れ
た
の
を
首
め
と
し
て 、
教
育
施
設
と
し
て

は
中
學
校・
欧
學
合・
集
書
院
等 、
産
業
方
面
で
は
勤
業
場・
令
密
局・
牧
畜
場・
製
糸
場・
綴
殿・
染
殿・
伏
水
（
見）
製
作
所・
梅

津
製
紙
場
等 、
衛
生
施
設
と
し
て
は
種
痘
舘・
療
病
舘・
療
病
院・
掘
狂
院
等 、
又
祗
會
事
業
で
は
窮
民
授
産
所・
童
仙
房
開
拓
等 、
或

緒

言

ー
療
病
院
開
設
に
至
る
ま
で
の
経
緯

l'

序

説

横

田

穣



も
あ
る
か
ら
で
あ
る。

る
。

根
病
舘
と
検
徽

京
都
府
立
瞥
科
大
學
八
十
年
史

い
は
外
國
が
ら
教
師
を
雇
入
れ、

或
い
は
外
國
に
留
學
生
を
派
遣
し
て、

之
等
敷
多
く
の
革
新
的
施
策
の
�
進
を
計
っ
た
そ
の
功
績
は
甚

だ
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た。

我
が
京
都
府
立
腎
科
大
學
の
前
身
で
あ
る
療
病
院
創
設
の
氣
運
は、

賓
に
こ
の
間
に
醸
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

今
こ
4

に
療
病
院
創
設
に
至
る
ま
で
の
純
緯
を
叙
述
す
る
に
営
つ
て、

ま
ず
私
は、

療
病
院
掛
と
し
て
そ
の
創
設
の
功
を
一

身
に
荷
つ

て
い
る
明
石
博
高
の
閲
歴
か
ら
稿
を
起
し
た
い
と
思
う。

彼
の
歩
ん
で
来
た
道
は、

同
時
に
府
に
療
病
院
が
開
設
さ
れ
る
に
至
る
道
程
で

明

石

博

高
の

功

業

図
學
研
究
會

ひ
ろ
ゐ
會
ら

明
石
博
高
は
天
保
十
年
(
1

器
9
)

十
月
四
日、

京
都
四
條
通
堀
川
西
入
唐
津
屋
町
五
百
三
十
番
地
に
生
れ
た。

幼
名
禰――一
郎、

又
博

人、

字
は
博
高、

静
瀾
と
琥
し
た。

父
は
蒲
平
高
善、

母
は
浅
子。

代
々
同
所
に
住
み、

薬
舗
を
螢
ん
で
い
た。

外
祖
父
松
本
松
翁
は
嘗

u
o
l
 

て
長
崎
に
遊
學
し、

シ
ー
ポ
ル
ト
等
と
交
遊
を
も
つ
蘭
法
醤
で
あ
り、

祖
父
彊
平
善
方
亦
蘭
法
に
通
じ
て
い
た。

天
保
十
四
年、

五
歳
に
し
て
父
を
喪
い
、

そ
の
後
祖
父
に
養
育
せ
ら
れ
た。

嘉
永
五
年
(

E
5
2)

博
高
十
四
歳
の
頃
よ
り、

桂
文
郁
に

つ
い
て
支
那
古
法
及
び
後
世
瞥
法
を
學
び、

同
六
年
よ
り
家
業
で
あ
る
薬
舗
の
糾
螢
に
従
市
し、

祖
父
善
方
に
従
つ
て
西
洋
諮
硝
及
び
化

‘
,
、
ノ
‘
J

9

0
1

學
的
製
槃
梢
を
習
っ
た。

煉
演
合

御
所
内
病
院

徽
毒
療
養
所

軍
事
病
院

合

鷹

屈
否

京
都
大
學
校

浪
華
瑕
病
院



序

説

か
く
の
如
く 、

多
敷
の
師
に
つ
い
て
熱
心
に
勉
強
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が 、

慶
應
元
年
(
1

筈5)

博
高
二
十
五
歳
の
と
き 、

新
宮
涼

閣
・

同
原
民
・

柏
原
學
介
・

桂
文
郁
ら
常
時
氣
鋭
の
菌
法
署
が
相
集
り
整
學
研
究
會
を
輿
し
た 。

勿
論
明
石
は
裳
初
か
ら
こ
れ
に
参
割
し

た 。こ
の
研
究
會
の
事
業
に
つ
い
て
は
殆
ど
何
も
他
わ
っ
て
い
な
い
が 、

定
日
に
集
會
し
て
大
い
に
時
務
を
論
じ 、

又
洋
爵
書
の
綸
讀
な
ど

を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

唯
現
在
我
々
の
知
り
褐
る
所
で
は 、

各
地
の
鎮
泉
に
つ
い
て
そ
の
成
分
を
分
析
し
て
そ
の
功
能
を
明
か
に
し 、

又
新
し
い
鑽
泉
を
若
干
骰
見
し
た
の
が
最
も
大
き
な
業
績
で
あ
る
。

即
ち
慶
應
三
年
十
月 、

描
津
有
馬
溜
泉 、

同
多
田
及
び
平
野
績
泉 、

0

う

か

翌
明
治
元
年
七
月
描
津
一

庫
鍍
泉 、

同
十
一

月
近
江
滋
賀
郡
苗
鹿
村
念
佛
寺
鑽
泉 、

同
三
年
八
月
近
江
蒲
生
郡
二
俣
村
鍍
泉 、

同
五
年
山

城
相
楽
郡
有
市
村
鑽
泉
等
の
調
査
及
び
被
見
に
従
事
し
た 。

之
等
は
殆
ど
す
ぺ
て
明
石
の
業
績
で 、

彼
は
未
完
の
稿
本
「
本
朝
薬
泉
考
巻

之

こ
「
同
巻
之
二
」
（
「
明
治
文
化
と
明
石
博
高
翁
」
に
所
牧）

を
残
し
て
い
る 。

何
れ
に
せ
よ
割
期
的
な
集
會
で
あ
っ
た 。

明 石 博

て
い
た 。

そ
の
後
宮
本
玩
甫
・

武
市
文
造
に
和
蘭
語
を ｀

幕
瞬
柏
原
學
介
に
物
理
學
を 、

新
宮

狐
閣
に
解
剖
•

生
理
・

薬
物
そ
の
他
一

般
臨
床
諮
學
を 、

錦
小
路
頼
徳
に
解
謄
術
を
受

け 、

又
田
中
探
山
に
本
草
學
を 、

辻
證
輔
に
化
學
・

製
薬
術
・

測
量
栖
等
を
學
ん
だ 。

、’'

)
ヽ
�

0
 
••
 o
l

そ
し
て
慶
應
二
年
に
は
錦
小
路
韻
言
に
入
門
し
器
道
免
朕
を
輿
え
ら
れ
た 。

蓋
し
営
時

は
醤
者
と
な
る
た
め
に
は 、

錦
小
路
家
の
家
束
に
な
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る 。

こ
の
間 、

安
政
六
年 、

祖
父
が
八
十
一

歳
で
死
去
し 、

爾
後
隅
立
し
て
家
業
に
動
精
し



さ
て
府
参
事
損
村
正
直
は、

偶
々
三
井
よ
り
煉
箕
合
の
こ
と
を
聞
き、

も
と
よ
り
進
歩
的
な
欧
化
主
義
者
で
あ
る
の
で
、

喜
ん
で
そ
の

例
會
に．
出
席
し
た
。

こ
A
に
明
石
は、

大
い
に
新
知
識
を
と
り
入
れ
て
、

文
化
を
興
隆
し
産
業
を
開
殺
す
ぺ
き
こ
と
を
力
説
し
た
。

捐
村

は
明
石
の
有
為
の
人
材
で
あ
る
こ
と
を
知
り、

三
井
を
介
し
て
、

府
に
出
仕
し
て
縦
横
に
そ
の
純
綸
を
行
っ
て
呉
れ
る
よ
う
懇
請
し
た
の

で
あ
っ
た
。

明
石
の
登
庸
に
は、
山
本
党
馬
も
輿
つ
て
力
が
あ
っ
た。

即
ち
明
石
は
山
本
の
會
津
藩
洋
學
所
に
屡
々
行
っ
た
こ
と
が
あ
り、
後
更
に
英
學
を
學
び
た
い
意

志
が
あ
っ
て、

山
本
に
頼
ん
で
幕
臣
宵
山
某
に
紹
介
し
て
貰
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た。

倒
碓
後
山
本
が
幽
閉
さ
れ、

そ
の
後
繹
放
さ
れ
て
木
屋
町
i一
條
東
入
に

寓
居
し
た
時、

明
石
が
偶
然
そ
の
前
を
通
り
合
せ、

お
互
の
無
事
を
喜
ん
だ
と
い
う
出
来
事
も
あ
っ
て、

山
本
と
明
石
と
は
既
に
熟
知
の
間
柄
で
あ
っ
だ。

京
都
府
立
警
科
大
學
八
十
年
史

木 tヽ 正 直

又
一

方
明
石
は
慶
應
二
年
(1
8
6G)

八
月、

有
志
を
集
め
て
自
宅
で
理
化
學
の
研
究
會
を
開
き、

之
を
煉
呉
合
と
稲
し
て
い
た
が、

明

治
二
年
八
月、

三
條
通
室
町
西
入
了
頓
闊
子
で
、

そ
の
後
古
川
町
三
條
下
ル
稲
荷
町
の
三
井
別
邸
を
借
り
て
此
慮
に
移
り、

例
會
を
開
い

て
い
た
。

例
會
で
は、

あ
ま
り
系
統
立
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が、

多
く
の
買
験
を

6
 

供
党
し
て
理
化
學
の
講
義
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

而
し
て
薬
種
商
織
田
宇
一

郎

が
幹
事
と
し
て
之
に
援
助
を
輿
え
て
い
た
。

後
京
都
府
御
用
掛
三
井
源
右
衛
門
は
代
々

掛
り
つ
け
の
瞥
師
新
宮
家
を
通
じ
て
明
石
と
相
識
り、

例
會
に
出
席
す
る
よ
う
に
な

‘,,‘,
 

1
6
7
 

1
1
1
 

り、

又
別
邸
を
貸
し
た
り
し
た
。

こ
の
間
に
門
弟
も
漸
く
増
加
し、

自
宅
が
手
狭
と
な

っ
た
の
で
、

明
治
三
年
家
業
を
啜
し
て
六
角
通
堀
川
東
入
育
山
屋
敷
は
轄
宅
し、

煉
箕

合
の
事
業
も
こ
A
へ

移
し
た
。

四



序

病院提灯

明
石
は
遂
に
臨
を
決
し
て

、

明
治
三
年
間
十
月
京
都
府
に
出
仕
し
た

。

こ
れ
が
後
に
合
密
局
が
出
来 、

療
病
院
が
創
設
さ
れ 、

そ
の
他

諸
々
の
文
化 、

励
業
施
設
の
出
来
る
端
緒
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

是
よ
り

先 、

明
治
元
年
(
1
8
0
8)

維
新
に
際
會
し
て

、

諮
學
研
究
會
で
は 、

賞
時
緊
逍
の
長
で
あ
っ
た
錦
小
路
韻
言
に
建
言
す
る
と
こ

方
今
天
下
ノ
維
新
二
悩
リ

萬
機
更
始
衆
庶
閾
下
二
群
在
ス

臣
祖
先
以
束
諮
道
ヲ
管
ス

療
ノ
所
二
栴
テ
ム

と
い
う
建
議
を
太
政
官
に
提
出
し
た 。

太
政
官
で
は
早
速
之
を
聴
許
し 、

鳥
丸
一

條
下
ル

御
苑
内
施
薬
院
三
雲
宗
順
邸
を
下
賜 、

同
年
四

月
荻
に
始
め
て
病
院
が
開
設
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
石
は
錦
小
路
家
の
執
事
木
村
得
正
と
共

0
1

 

に
そ
の
開
設
の
衝
に
常
り 、

又
そ
の
照
務
を
掌
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
京
都
に
は 、

烏
利
伏
見
の
役
の
戦
傷
者
を
牧
容
す
る
た
め 、

元
年
一
月
“
日
薩
藩
が
相
國
寺
内
薩
摩
屋
敷

に
臨
時
病

院
を
閉
き 、

西
郷
従
逍
等
が
入

院、

英
瞥
ウ
イ
リ
ス

W
illi
a
m
\Villis
が
束
診
し
た
こ
と
も
あ
り 、

又
同
年
二
月
中
立
西
に 、

京
都
屯
在
の
官
軍
患
者
牧
容
の
目
的
で 、

軍
務
官
よ
り
京
都
御
親
兵
病

院
（
後
に
兵
部

省
治
療
所）

が
開
か
れ 、

初
め
山
科
元
行
・

江
馬
樅
之
介
•

新
宮
涼
介
・

廣
瀬
元
恭
ら
が
勤
務 、

後
愛
甲
謙
益
・

大
橋
道
郁
•

前
田
松
閣
・

廣
離
元
周
ら
が

奉
職
し
た
が 、

翌
二
年
八
月
閉
鎖
さ
れ
た。

又
元
年
三
月
七
日
「
西
洋
図
術
之
儀
是
迄
被
止
置
候
得
共
爾
今
其
所
長
二
於
テ
御
採
用
可
有
之
被
仰
出
候
事」

と
い
う
布
告
が
出
さ
れ
て
い
る
3

門
流
子
弟
又
少
カ
ラ
ス

ろ
が
あ
っ
た

。

こ
れ
に
従
っ
て

、

頓
言
は 、

緊
治
救
療
所
ノ

備
一
日
モ
鋏
ク
可
カ
ラ
ス

今
之
ヲ
擁ヽ
ン
閾
下
二
病

院
ヲ
設
屈‘は
以
テ
病
傷
治

玉．



京
都
府
立
賢
科
大
學
八
十
年
史

で
助
手
と
な
り、

山 本 梵 馬

薮
に
於
て
明
石
は、

こ
の
病
院
に
外
國
教
師
を
雇
入
れ
て
大
い
に
諮
學
及
緊
衡
を
振
興
せ
ん
こ
と
を
太
政
官
に
具
申
し
た
が、

岩
倉
具

視
は、

維
新
恕
卒
の
際、

人
心
も
未
だ
安
定
し
な
い
の
に
外
國
人
を
入
京
さ
せ
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
か
ら、

ま
ず
大
阪
に
外
國
人
整

0
1
 

師
を
招
聘
し
て
病
院
を
開
設
し、

時
を
得
て
之
を
京
都
に
移
す
の
が
宜
し
か
ろ
う
と
い
つ
て
之
を
容
れ
な
か
っ
た。

し
か
し
之
が
機
縁
と
な
っ
て、

明
治
二
年
三
月
大
阪
に、

府
知
事
後
藤
象
次
郎、

外
國
副
知
市
小
松
帯
刀
の
努
力
に
よ
っ
て
上
本
町
に

浪
華
瑕
病
院
が
設
置
さ
れ、

新
蹄
朝
の
緒
方
惟
準
が
迎
え
ら
れ
て
院
長
と
な
り、

蘭
諮
ボ
ー
ド
イ
ン
A
nt
honi
us
P.
 B1t
u
d
ui
n

を
教
師

と
し
て
招
聘
し
た
。

明
石
は
岩
倉
の
紹
介
で
こ
の
病
院
に
入
り、

薬
局
主
管
兼
看
頭
と
な
っ
た。

又
同
年
四
月
大
手
町
に
合
密
局
が
新
設

せ
ら
れ、

瀾
人
ハ
ラ
ク
マ

K.

"··
 (
hat~L
ma

を
教
師
と
し
て
五
月
一

日
開
所
し
た
の
で
、

明
石
は
之
に
他
習
生
と
し
て
入
局
し、

次
い

ヽ
ー
、
'’

lo

n

ハ
ラ
ク
マ
に
就
い
て
大
い
に
理
化
學
の
研
鑽
を
積
ん
だ
の
で
あ
っ
た。

さ
て、

ボ
ー
ド
イ
ン
は
文
久
二
年
渡
束
し
長
崎
精
得
舘
に
数
師
で
あ
っ
た
が、

元
束
我
國
に
於
け
る
徽
毒
の
要
延
を
憂
う
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た。

山
本
烈
馬
は
嘗
そ
長
崎
に
遊
ん
だ
際、

、
’'
‘
,

4
,J
 

1

J
 

き、

兼
々
そ
の
大
害
を
憫
れ
て
い
た
。

ポ
ー
ド
イ
ン
か
ら
そ
の
こ
と
を
聞

近
頃
於
西
洋
蒸
汽
船

國
身

種
痘
＝＝
ツ
ノ
大
浚
明
ア
リ

云
々

然
ル
ニ
肝
栢
ニ
テ
身
ヲ
亡・ン
病

人
ト
ナ
リ

其
毒
子
孫
二
及
プ
モ
ノ
ア
リ

其
元
ヲ
推
ス
ニ
遊
女
ヨ
リ

他
染
ス
ル
也

之
ヲ
防
ガ
ザ

ル
a

國
政
ノ
届
カ
ザ
ル
也

我
國
津
港
宿
騨
等
人
ノ
輻
観
ス
ル

慮
二
遊
女
湯
ア
リ

其
病
ヲ
治
ス

ル
方
ヲ
立
テ
ザ
ル
ハ
餡
井
ヲ
國
人
二

設
ク
ル
如
シ

依
テ
官
府
ヨ
リ

酪
師
二

命
ジ
七
日
目
位
二

遊

女
及
ビ
遊
ブ
男
子
ヲ
モ
改
メ
病
ア
ラ
バ

其
手
歯
ヲ
ナ
ス
ペ
シ

サ
ス
レ
パ

其
病
根
ヲ
盛
ス
ベ
シ

外
國
ニ
テ
モ
是
ヲ
憂
ヒ
遊
女
ヲ
啜
セ
シ
事
ア
レ
ド
モ
密
二
犯
ス
者
多
ク
却
テ
柑
祖
盛
ニ
ナ
リ
シ
カ

........

 
/
 



大
二
然
リ

説

パ
遊
女
湯
ヲ
元
へ
復
シ
病
ヲ
防
グ
前
二
有
ル
如
ク
シ
殆
ド
絶
ユ
ル
ニ
至
リ
シ
由

「
ポ
ー
ド
ー
イ
ン
」
憐
曰
是
悪
疾
ヲ
防
ガ
ザ
ル
ハ
國
政
ノ
悪
キ
ナ
リ
ト
云
々

‘'’
 
ー

脳
應
四
年
「
管
見」
救
民
の
條
（「
山
本
伐
馬」
所
牧）

明
石
は
在
阪
中
ポ
ー
ド
イ
ン
か
ら
徴
甜
に
つ
き
聴
購
し
て
伐
る
も
の
が
あ
り
急
速
蹄
洛
し
た
が、

山
本
と
そ
の
意
見
が
全
く
一

致
す
る

の
を
見
て、

直
ち
に
祇
園
一
カ
模
主
杉
浦
治
郎
右
衛
門
を
説
き、

明
治
三
年
(1870)

七
月
祇
園
帥
幸
道
に
療
病
舘
を
私
設
せ
し
め、

癌

16
11
 

娼
妓
の
疾
病
を
治
療
す
る
と
共
に
検
徽
を
官
施
し
た。

下
京
第
十
五
厘
療
病
舘
ハ
遊
女
御
免
ノ
地
ニ
シ
テ
遊
女
ノ
梅
襄
他
染
ヲ
療
ス
ル
ノ
為
メ
匪
ヨ
リ
明
治一――
年

其
入
費
ハ
救
助
手
営
金
ヲ
安
本
ト
ナ
シ
有
志
ノ
寄
附
金
ヲ
以
テ
保
綬
ス

七

我
思
フ
ニ

後
明
治
七
年
三
月
療
病
院
の
所
轄
と
な
り、

同
九
年
六
月
建
仁
寺
内
輻
緊
院
に
療
病
院
出
張
恨
駆
徽
院
が
設
四
さ
れ
る
先
縦
を
な
し
た
も
の
で、
現
在
の

平
安
病
院
の
前
身
で
あ
る。

是
よ
り
先、

三
年
正
月
八
日
典
骸
兵
部
省
用
掛
山
科
元
行
に
府
用
掛
を
兼
勤
せ
し
め、

同
じ
く
府
用
掛
賀
川
若
狭
介
と
共
同
し
て
西
新

屋
敷
（
島
原
遊
廓）

徽
毒
療
疫
所
新
設
諸
規
則
を
撰
定
せ
し
め
た。

而
し
て
同
月
種
痘
用
幣
高
岡
信
哉、

紳
家
従
諮
川
越
賢
満
を
治
療
所

営
直
菌
に、

熊
本
藩
竪
輻
原
亀
齢
を
調
荊
諮
に、

町
緊
安
原
一
郎
・
谷
村
陽
城
を
副
営
直
緊
に
任
じ、

又
二
月
末
に
千
種
家
従
賢
小
山
式

部
に
調
槃
幣
を
命
じ
た。

慮
が
幾
何
な
ら
ず
し
て
三
月
八
日
に
は
治
療
所
を
陵
止
す
る
こ
と
に
な
り
上
記
八
名
を
罷
免
し
た。

こ
の
治
療
所
に
つ
い
て
は
従
来
明
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た。

開
設
後
忽
ち
に
し
て
閉
鎖
し
て、
或
い
は
官
際
に
何
ら
の
活
動
も
し
な
か
っ
た
か
も
知
れ

な
い
が、

療
病
舘
以
詢
に
府
が
こ
う
い
う
施
設
を
作
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
要
が
あ
る。
恐
ら
く
は
紐
演
的
理
由
で
存
綬
が
困
難
覗
さ
れ
た
の
で
直
ち
に
啜

七
月
之
ヲ
設
四
ス

リ
翌
日
柑
栢
ヲ
浚ヽ
ン
l

i

l

日
ニ
シ
テ
鼻
腐
閑‘ソ
遂
二
塑
人
ト
ナ
ル

嚢
二
闊
人
「
ポ
ー
ド
ー
イ
ン
」
崎
陽
へ
束
リ
シ
時一
書
生一
夜
妓
捜
二
登



令 密

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

京
都
府
立
幣
科
大
學
八
十
年
史

製
造
な
ど
を
行
っ
た
。

其
後
大
い
に
ド
業
を
脳
張
し
、

ヘ
ー

ル
ツ

A .
J .
 C: .
 
G
eer
ts
、

ワ
フ

こ
と
な
く
断
行
し
て
い
っ
た
か
ゞ

察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

止
し、

罷
涜
的
に
有
力
な
背
娯
を
持
つ
療
病
舘
を
祇
園
に
私
設
せ
し
め
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

又
こ
の
治
療
所
設
府
に
つ
い
て
も
山
本
及
び
明
石
の
力
に
負
う

か
の
ポ
ー
ド
イ
ン
を
擁
す
る
大
阪
に
検
微
の
宜
施
さ
れ
た
の
が
明
治
四
年
十
月
で

、

東
京
が
同
年
九
月
で
あ
る
の
を
考
え
る
と 、

悩
時

如
何
に
栢
村
・

山
本
・

明
石
が
呼
吸
を
合
せ
て

、

京
都
に
新
し
い
施
策
を
少
し
も
躊
躇
す
る

詢
に
述
べ
た
通
り 、

明
石
は
大
阪
病
院
を
辞
し
て
明
治
三
年
閏
十
月
京
都
府
に
出
仕
し
た

の
で
あ
る
が 、

直
ち
に
理
化
學
の
普
及
と
工
業
技
循
の
進
歩 、

延
い
て
は
産
業
の
興
起
の
た

め
に
令
密
局
を
開
設
せ
ん
こ
と
を
府
に
建
議
し
、

同
十
二
月
京
都
令
密
瑕
局
が
河
原
町
二
條

下
ル

勤
業
場
の
構
内
に
設
府
せ
ら
れ 、

明
石
が
煉
兵
令
の
器
具
や
薬
品
を
寄
贈
し
、

新
に
受

業
生
を
村が
集 、

又
煉
箕
令
の
有
志
を
も
入
局
せ
し
め
て
開
局
し
た
。

明
石
は
翌
四
年
正
月
少

鳩
に
任
命
せ
ら
れ 、

勤
業
掛
を
巾
付
け
ら
れ
て
令
密
局
の
主
吏
と
な
っ
た

。

令
密
局
で
は
同
年
三
月
か
ら
薬
物
の
様
明
を
行
い

、

五
年
正
月
元
角
倉
馬
場
屋
敷
跡
に
新

築
中
の
分
閲
竣
工
し 、

リ
モ
ナ
ー

デ
・

ラ
ム
ネ
・
ボ
ン
ス
等
を
被
双 、

又
石
瞼
及
び
氷
糖
の

ネ
ル

G
ott
fri
e
d
\\.
 age
ner

等
外
國
数
師
の
数
琳
を
得
て

、

理
化
學
の
教
授 、

又
陶
磁
器
の

ヽ
ノ
ヽ
J

)

'ヽ

3

]

6

7

改
良 、

染
色
・

機
業
の
進
歩
に
大
い
に
貞
献
し
た 。

八



序

説

九

開
局
枯
時
の
舎
光
局
の
主
要
事
業
は
薬
品
の
製
造
及
び
分
析
で
あ
っ
た。

常
時
洋
槃
の
大
部
分
は
楡
入
品
で 、

不
良
又
は
偽
造
薬
品
の
横
行
に
憐
ま
さ

れ 、

従
つ
て
そ
の
精
粗
屈
閥
の
鑑
別 、

及
び
そ
の
國
産
化
が
急
務
で
あ
っ
た。

中
央
政
府
に
於
て 、

上
野
外
務
少
哺
及
び
ヘ
ー

ル
ツ
等
の
上
申
に
よ
っ
て 、

司
薬
場
設
立
が
具
腔
化
し
た
の
が
明
治
六
年
で
あ
っ
た
か
ら 、

そ
れ
に
先
立
つ
事
二
年 、

京
都
府
が
槃
品
検
明
の
布
告
を
出
し
た
こ
と
は
明
石
の
試
み
が
い

か
に
先
駆
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
證
明
し
て
餘
り
あ
る。

令
密
局
で
は
又
解
剖
な
ど
を
教
授
し
た。

後
述
さ
れ
て
あ
る
よ
う
に
解
剖
場
を
設
囮
し
た
り 、

又
江
馬
日
記
に
よ
る
と 、

解
剖
受
業
生
を
と
っ
た
り
し
て

い
る
の
で
明
か
で
あ
る。

明
石
は
元
束
理
化
學
が
得
意
で 、

鏑
泉
の
分
析
を
し
た
り 、

又
化
串
粛
の
著
述
や
醗
諄
が
あ
る。
\.{i
rnr
di
n
の
化
學
害
を
直
百
金
を
出
し
て
購
求
し
た

程
で
あ
っ
た，

之
と
前
後
し
て

、

明
治
三
年
十
一

月
大
阪
川
口
の
貿
易
商
レ
ー

マ
ン
・

ハ
ル
ト

マ
ン
會
社
の
カ
ー

ル
・
レ
ー

マ
ン

C
arl
I
お
h
m
a
n
n

は
従
来
山
本
翌
馬
と
相
識
の
間
で
あ
っ
た
が 、

そ
の
弟
リ

ュ
ー
ド

ル
フ
・
レ
ー

マ
ン
Ru
do
lf
Le
h
ma
n
n

を
府
へ
屈
入
れ 、

角
倉
浪
江
の

藉
邸
に
洋
學
所
を
開
設
し
、

各
國
語
學
・

算
術
等
の
教
師
と
し
た

。

又
中
學
校
を
二
條
城
祖
所
司
代
屋
敷
に
設
置
し
た
。

四
年
三
月
洋
學

所
を
河
原
町
二
條
下
ル
勘
業
場
内
に
移
し

欧
學
令
と
定
稲
し 、

レ
ー

マ
ン
を
以
て
獨
逸
學
校
を 、

同
四
月
河
原
町
二
條
上
ル
高
田
派
別
院

内
に
米
人
チ
ャ
ー

ル
ス
・
ボ
ー

ル
ド
ウ
イ
ン

C
h
iirl
es
B
iil
d
wi
n

を
以
て
英
學
校
を 、

同
十
月
佛
人
レ
オ
ン
・

ヂ
ュ
リ
ー
I
ふ
o
n

D
ur
y

 

を
以
て
佛
學
校
を
木
屋
町
三
條
下
ル
に
開
設
し 、

既
に
設
立
さ
れ
て
い
た
小
學
校
と
併
せ
て

、

京
都
の
文
敦
施
設
は
全
國
に
そ
の
整
容
を

脊
示
し
た
の
で
あ
っ
た

。

こ
4
で
京
都
に
設
既
さ
れ
る
筈
で
あ
っ
た
大
駆
校
に
つ
い
て
簡
単
に
述
ぺ
て
お
く。

明
治
元
年
二
月
平
田
鐵
胤 、

玉
松
採
及
び
矢
野
玄
道
の
三
名
は
「
今
般
学
校
御
取
立
二
付
而
者
制
度
規
則
等
取
聞
之
儀
被
仰
付
候
間
銘
々
申
談
急
速
可
取



並
種
痘
所

種
痘
所

種
痘
咽
矢

除
痘
伯

種

紅

舘

の

臀

師

逹

計
候
事」

を
命
ぜ
ら
れ、

同＝―-
月
大
粕
上
代
の
大
半
寮
に
腺
り、

國
學
主
義
に
則
っ
た
案
（
年
舎
制）

を
答
申
し
た。

併
し
之
は
遠
に
は
具
閥
化
す
る
に
至

ら
ず、

別
に
同一
i

月
卑
習
院
が
再
典
さ
れ
た
が、

党
上
家
の
他
統
を
つ
ぐ
も
の
で
新
典
の
國
堺
派
と
は
附
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た＂

政
府
は
こ
の
封
立
を
一

掃
す
べ
く、

九
月
旦
學
所
及
淡
根
所
の
設
立
を
公
に
し
た。

夫
々
前
二
者
に
相
貨
す
る
も
の
で
あ
る。

と
こ
ろ
が
淡
學
所
は
直
ち
に
開
設
を
見
た
が、

皇
卑

所
は
漸
く
十
二
月
に
屯
つ
て
閲
設
さ
れ
た
の
で
あ
る，

し
か
し
校
迎
は
頗
る
不
振
で、

そ
の
上
追
都
は
正
に
致
命
的
で
あ
っ
tco

gfl
ち
咋
間
的
施
設
は
将
束
東
京
に
設
け
ら
れ
る
ぺ
き
こ
と
は
必
然
の
勢
で
あ

り、

然
も
雨
厚
所
の
構
成
理
念
は
怠
轄
す
る
社
會
補
努
と
は
次
第
に
阻
隔
し
つ
4
あ
っ
た。

そ
れ
で
遂
に
i一
年
九
月
「
京
都
大
學
校
御
建
替
二
付」

と
い
う

理
由
で
雨
駆
所
と
も
啜
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た，

打
信
堂
ヽ

稲
痘
頷

直
ち
に
再
典
の
迎
動
が
起
っ
た
が、

東
ボ
で
も
大
摩
校
設
立
に
つ
き
紛
糾
中
で、

市
容
易
に
決
せ
ず、

漸
く
十
二
月
に
至
っ
て
大
序
校
代
が
Ill
来
た
3

祖

雨
學
所
を
合
併
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
規
模
は
岩
し
く
縮
少
さ
れ
た。

京
都
府
で
は
大
い
に
之
を
盛
立
て
4
行
こ
う
と
い
う
意
向
で
あ
っ
た
が、

東
京
政
府

点
5

は
全
然
之
に
熱
意
を
示
さ
ず、

留
守
行
の
父
配
に
附
さ
れ、

遂
に
i

i

i

年
八
月
啜
止
の
上
京
都
府
へ
引
渡
さ
れ
rl
序
校
と
な
っ
た。

こ
の
間
に
著
々
療
病
院
設
立
の
氣
迎
は
熟
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

京
都
府
立
陪
科
大
學
八
十
年
史

，

 

閲
楳
校
治
瞼

療
病
院
所
轄

前
に
述
べ
た
通
り、

税
病
院
削
建
の
中
心
と
な
っ
た
も
の
は
勿
論
明
石
博
高
で
あ
る
が、

位
削
の
際
宜
際
面
で
は
た
ら
い
た
も
の
は、

貨
時
唯
一

の
公
的
党
根
機
戦
で
あ
っ
た
種
痘
舘
の
諮
師
逹
で
あ
る
。

従
つ
て
、

萩
に
そ
の
傭
設
か
ら
旅
病
院
所
轄
と
な
る
迄
の
粕
革
の
概

I

O
 



序

、北

抑
々
京
都
に
於
け
る
種
痘
術
は、

況
永
二
年
(
1
8
4
9
)

九
月
二
十
二
日
日
野
鼎
哉
に
よ
つ
て
施
行
さ
れ
た
の
を
席
矢
と
す
る
。

卯
ち
同

年
七
月
和
蘭
船
の
舶
載
し
た
牛
痘し
ILl
を
長
崎
府
通
詞
頴
川
四
郎
八
よ
り
送
ら
れ、

こ
の
日
鼎
哉
は
自
ら
の
孫
逹
他
数
兒
に
接
種
し
た
。

鼎
哉
は
そ
の
年
十
月
十
六
日
新
町
三
條
上
ル
頭
町
に
除
痘
舘
を
開
い
た
が、

間
も
な
く
暖
さ
れ
た
。

一

方
楢
林
榮
建
は
同
年
十
一

月
長
柄
春
龍
・

型
岡
信
濃
介
・

江
馬
椛
介
•

吉
田
闘
書
・

赤
澤ヤ
址
輔
・

廣
瀬
元
恭
・

小
石
中
蔵
の
七
人
と

謀
り、

市
人
熊
谷
蓮
心
直
恭
（
旭
居
堂
祖）

大
い
に
私
財
を
投
じ
て
、

数
に
四
條
坊
東
洞
院
街
西
に
種
痘
所
を
設
置
し
之
を
有
信
堂
と
稲

し
、

種
痘
の
普
及
に
鋭
怠
力
を
注
い
だ
。

其
後
移
韓
す
る
こ
と
三
度、

元
治
元
年
(
1
8
6
4
)

春、

東
洞
院
御
池
街
南
に
移
韓
し、

種
痘
の

”.
8
 

他
貧
民
の
病
を
施
寮
し
た
。

常
時
既
に
直
恭
歿
し
、

子
久
右
梱
門
直
孝
そ
の
志
を
嬰
い
で
援
助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

共
年
七
月
京
都
は
大
半
兵
火
に
か
A

り、

有
信
堂
も
亦
燒
尖
し
社
中
の
諮
師
四
散
し
た
が、

辛
う
じ
て
痘
種
は
保
存
し
て
い
た
。

と
こ

ろ
が
此
應
三
年、

ナ抽
陪
石
川
香
宝
院
・

戸
塚
文
海
・

坪
井
信
良
ら
徳
川
汲
喜
に
瞬
行
し
て
上
洛
し、

直
孝
を
慾
態
し
て
東
洞
院
の
菊
地
に

新
築
し
て
之
を
復
興
さ
せ
、

交
替
に
米
て
業
務
に
常
つ
て
い
た
が、

倒
柾
に
従
つ
て
再
び
凌
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

漸
次
京
都
の
秩
序
も
回
復
す
る
と
共
に
、

明
治
元
年
(
1
8
1,
8
)

閏
四
月
直
孝
は
再
び
有
志
の
諸
院
に
諮
り、

官
許
を
得
て
有
信
堂
を
再

興
し、

府
は
日
を
定
め
て
種
痘
を
施
行
さ
せ
た
。

明
治
二
年
正
月、

有
信
堂
祀
中
の
諮
師
中
村
四
郎
・

小
石
中
蔵
・

楢
林
建
吉
•

井
上
勤
所
・

小
森
隆
吉、

又
典
諮
横
山
主
税
大
允
・

賀

川
若
狭
介、

紳
家
従
閤
江
溝
拙
介
・

土
肥
春
耕
・

馬
杉
立
帷
・

長
柄
民
部
（
春
瀧）

堂
の
名
を
暖
し
て
種
痘
所
と
し
た
。

数
に
於
て
妍
行
信
堂
は
府
の
管
理
の
下
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
三
月
小
石
及
び
柄
林
に
種
痘
掛
行

略
を
記
述
す
る
の
は、

強
ち
無
意
義
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。

・

赤
澤
虹
輔
を
府
用
諮
と
し
種
痘
掛
を
命
じ、

有
信



治
瞼
所
は
男
女
を
分
け
て
七
乃
至
十
人
を
入
院
さ
せ、

瞬
員
が
輪
番
で
診
察
に
営
り、

患
者
初
診
又
は
急
に
嬰
症
を
現
わ
し
た
時
は、

囮
員
が
集
會
し
て
診
察
し、

衆
議
を
盛
し
て
治
療
を
行
う
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い
た。

而
し
て
毎
六
日
（
子
・
午
の
日）

が
種
痘
日
で、

府

下
各
組
會
所
へ
出
張
四
人、

治
験
所
に
五
人
出
勤
し、

他
の
五
日
は
一
人
・
ニ
人
・
一
人
・
ニ
人
・
一
人
ず
つ
治
験
所
に
出
勤
す
る
規
則

で
あ
っ
た。

調
痢
は
常
直
臨
嘉
門
生
を
携
え
て
束
て
行
い、

治
験
録
を
設
け、

病
症
・
治
法
等
壺
＜
之
に
記
入
し
て、

月
末
に
本
校
へ
提

出
す
る
義
務
が
あ
っ
た。

要
す
る
に、

大
學
甲
科
の
生
徒
の
宜
地
修
練
所
で
あ
っ
た。

以

下

金
拾
雨
ッ

同

上

多

田

諒

同

上

高

岡

信

輔2)哉

同

上

小

森

隆

同

上

中

村

四

郎

少
褐
業
生
之
心
得

赤

澤

窪

哺

同

金
拾
五
雨

同

楢

林

建

同

金
拾
五
雨

京
都
府
立
特
科
大
學
八
十
年
史

一
ヶ
月
官
給

金
拾
七
雨

務
を
司
ら
せ、

緊
員
に
は
菊
所
員
を
充
て
た。

卯
ち

少
助
数
准
席
之
心
得

中
得
業
生
之
心
得

小

石

中

蔵

江

馬

梱

介

事
を
命
じ
取
締
と
し
た。
四
月
に
は
更
に
賀
川
玄
吉
・
高
岡
信
哉
・
小
石
轄
・
多
田
諒
輔
・
渡
新
民
を
加
え
た。
か
く
し
て
種
痘
所
の
陣

容
は
著
々
整
備
さ
れ
て
束
た
が、

ま
だ
種
痘
の
許
及
は
充
分
で
な
く、

屈
々
布
告
を
骰
し
て
啓
蒙
に
務
め
た。

と
こ
ろ
が
三
年
四
月
十
五
日
種
痘
所
は
東
京
の
大
學
校
の
所
轄
と
な
り
諮
學
校
治
験
並
種
痘
所
と
改
稲
せ
ら
れ、

校
吏一
名
を
以
て
庶



序

説

第
一

條
種
痘
舘
卜
改
琥
先
常
分
府
顧
ヨ
リ
直
二
管
轄
ス
ヘ
シ

掌
ハ

於
舘
分
課
ス
ヘ
キ
事

但
シ
舘
中
酪
員
ノ
惣
長
ク
ル
モ
ノ
人
撰
之
餞
ハ
全
員
ョ
リ
封
中
ヲ
以
可
申
出
事

．ヽ

ノ

辛
未
正
月

．

諮
員
惣
長
の
冑
の
み
決
め
ら
れ
て
、

相
常
の
儀
名
は
輿
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

而
し
て
惣
長
に
前
田
松
閣、

同
補
助
に
江
馬
鼎
介
が
営
つ

た
。明

治
五
年
八
月
ヨ
ン
ケ
ル
賄
京
す
る
や、

市
中
幣
師
は
直
ち
に
分
拍
常
直
し
た
が、

種
痘
舘
か
ら
も
赤
澤
・

江
馬
・

中
村
・

楢
林
•

土

薗
師
之
儀
公
都
テ
営
府
用
諮
申
付
候
條
職

こ
う
し
て
五
月
十
日
に
開
業
し
た
が、

そ
の
七
月
十
二
日
大
學
校
が
暖
せ
ら
れ
る
に
及
び
、

八
月
二
十
九
日
再
び
京
都
府
に
返
遠
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
年
十
二
月
揺
井
藩
院
前
田
松
閣
を
府
出
仕
と
し、

種
痘
業
務
を

戟掌
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
田
は
後、

種
痘
舘
際
員
惣
長
と
な

り、

療
病
院
削
設
に
常
つ
て
、

ヨ
ン
ケ
ル
招
聘
に
つ
い
て
大
阪
の
レ
ー
マ
ン
・
ハ
ル
ト
マ
ン

會
冠
と
折
衝
し
た
。

明
治
四
年
正
月
種
痘
所
を
本
府
唯
一

の
種
痘
所
と
定
め、

種
痘
所
以
外
で
種
痘
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
た
。

而
し
て
種
痘
舘
と
改
稲
し、

例
規
を
作
り
機
構
を
救
備
し
た
。

こ
の
頃
醤
學
校
創
設
の
氣
運
漸
く
1

几
ま
つ
て
来
た
の
で
、

際
員
達
は
次
の
よ
う
な
申
議
を
し
て
い
る
。

一
、

種
痘
所
ヲ
舘
卜
御
改
唱
賢
學
校
病
院
等
釧
立
マ
テ
ハ
先
中
學
校
分
局
二
被
為
立
御
用
諮
等
へ

相
霜
之

儀
名
賜
度
奉
存
候
事

但
シ
全
員
之
内
公
横
舘
長
被
為
立
公
務
並
舘
内
諸
件
ヲ
管
轄
仕
候
様
仕
度
奉
存
候
事

療
病
院
剖
立
に
際
し
て
、

ま
ず
何
程
か
の
既
成
事
官
を
作
っ
て
お
こ
う
と
い
う
考
え
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

之
に
劉
し
て



、、

黛
雄令

梓
顛
憾
忍誘

紀
常
直岱
県
.
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煮
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羞
閏

L

乙
i
,
1
1
ど
〉

し
ト

其
後 、
種
痘
舘
密
目
の
療
病
院
常
煎
緊
と
な
っ
た
も
の
は
す
べ
て
優
辿
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
く 、
十一
月
十
五
n

江
馬
は
舒
表
を
提
出

江馬椛之介退職僻令

〔
附
什〕

伺
之
遥

本
舘
新
ク
ニ
根
病
院二
棘
ス
ト

雖

翠釦
中
ノ
閲
裁

‘‘
 

規
則
等や
11

ナ
従
前
ノ
如`
ゾ

然
存
候
間
此
段
相
伺
候

壬
FP
十一
月
十
日

営
院
関
業
相
成
候
二
付
テ
ハ
種
痘
舘
之
儀
詣
院
所
轄二
相
成
可

十
月
二
十
四
日
江
馬
は
常
直
緊
と
し
て
薬
局
兼
勤 、
楢
林
•

前
田
・

小
石
は
候
療
病
院
薬
局
出
仕

を
仰
付
け
ら
れ
た 。

十一
月一
日
粟
田
口
育
迎
院
に
療
病
院
が
焚
足
す
る
や 、
同
十
n

常
前
院
七
人
が
命
ぜ
ら
れ 、
種

痘
舘
か
ら
前
田
・

江
馬・
小
石
・

柄
林
の
四
人
が
之
に
選
ば
れ
て
い
る 。

同
日
種
痘
舘
は
療
病
院
附
屁
と
な
っ
た 。

旨二
御
座
候
云
々

‘,’
 
6
 

十
月
八
日

京
都
府
立
悴
科
大
学
八
十
年
史

�
ー�6

 

肥
・

小
森
・

多
田
が
之
に
常
っ
た 。

根
病
院

旅
病
院
回
章

種
紐
舘
肉
員
モ
Ill
頭
致
候
様
申
付
候
間
常
直
之
手
他
為
致
可
申

- -



序

説

し
た
が
慰
留
さ
れ、

翌
十
六
日
に
は
前
田
も
僻
表
を
提
出
し
て
い
る。

江
馬
は
結
局
六
年
三
月
四
日
常
直
器
を
免
ぜ
ら
れ、

専
ら
種
痘
舘

6
7
 

に
出
勤
し
た。

同
年
十
一

月
療
病
院
か
ら
文
部
省
へ
提
出
し
た
害
類
に
は、

種
痘
舘
出
身
者
の
名
は
一
っ
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

療

病

院

建

螢
の

純

粋

か
く
て
諸
般
の
植
制
が
盤
っ
た
の
で
、

明
石
は
期
治
四
年
(1
871)

二
月、

そ
の
年
来
の
念
願
で
あ
る
外
國
教
師
を
招
聘
し
て
洋
式
病

院
を
副
き、

併
せ
て
竪
學
校
を
興
さ
ん
こ
と
を
府
に
巾
議
し
た。

然
し
府
で
は
そ
の
資
金
を
得
る
こ
と
が
出
束
ず、

時
期
未
だ
熟
せ
ず
と

し
て
却
下
し
た。

そ
こ
で
明
石
は
芍
知
の
岡
崎
願
成
寺
の
住
戦
輿
謝
粕
厳
に
謀
り、

又、

共
に
御
所
内
病
院
を
管
理
し
た
木
村
得
正
に、

椰
林
寺
（
永
観
堂）

前
住
東
山
天
華
を
紹
介
し
て
買
い
、

更
に
慈
照
（
銀
oo
)

寺
住
戦
佐
々
間
雲
厳、

鹿
苑
（
金
閣）

寺
住
戦
伊
藤
貝
宗

ら
と
相
識
る
よ
う
に
な
っ
た。

こ
れ
ら
の
附
侶
は
何
れ
ぶ
仲
々
の
敏
腕
家
で
、

常
時
疲
佛
毀
籾
の
風
潮
が
盛
な
上
に、

戦
凱
後
の
疲
弊
も

あ
り、

佛
僧
は
何
か
新
し
く
社
會
市
業
に
で
も
手
を
著
け
な
け
れ
ば、

活
路
を
開
く
こ
と
が
出
来
な
い
折
で
も
あ
っ
た
の
で
、

早
速
在
洛

）
ヽ
ー

1

8

0
1
 

諸
佛
寺
の
間
を
斡
旋
し、

金
穀
米
錢
又
は
建
造
物
を
献
上
せ
し
め
る
の
に
奔
走
し
た。

今
本
學
闘
害
舘
に
所
蔵
す
る
新
京
極
安
投
寺
小
松
降
元
の
既
占
（
昭
和
十
年
十
月）
に
よ
る
と、

前
記
天
華、

祗
巌、

雲
巖
の
三
名
が
浚
起
人
と
な
つ
て

岡
崎
大
乗
坊

黒
谷
努
至
堂
四
数

四

辿
仁
寺
町
常
行
庵
舜
阻

明
治
四
年
病
院
建
設
を
出
願
し
た
と
こ
ろ、

府
は
之
を
採
納
し
費
金
券
集
の
見
込
を
内
問
し
た
の
で、

府
下
有
志
寺
院
の
中
か
ら
励
諭
方
と
い
う
の
を
設
け

た。

府
は
之
を
招
禍
院
勤
論
方
に
任
命
し
た
が、
二
十
几
名
あ
っ
た。

印
ち、

右
の
三
名
の
他、

典
幽
寺
齋
藤
随
閥

安
孜
寺
玉
淵

裏
寺
町
賓
蔵
寺
膝
天

新
し
い
學
問
を
受
け
て
来
た
人
々
に
遂
に
抗
し
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

下
森
金
泉
寺
教
空

一

五

情
水
成
就
院
忍
閲

鹿
苑
寺
四
宗

東
本
願
寺
掛
所

黄
粟
山
緑
樹
院



南
椰
寺
随
松
院

前
新
善
光
寺
（
泉
涌
寺
内）

三
安
院
求
来
山
縣
純
愛

妙
心
寺
瑶
桃
院
栢
菓
宙
方

御
室
法
金
剛
院
法
護

天
龍
寺
蓑
溜
府
椋
野
心
由

蛸
槃
師
空
也
堂
で
あ
り、

残
る
三
名
は
失
念
し
た
由
で
あ
る。

そ
の
後
漸
次
必
要
に
應
じ
て
拗
除
方
を
培
加
し、

寺
院
そ
の

知
恩
院
稗
阿

他
で
合
計
六
十
七
名
で
あ
っ
た
と
い
う。

後、

明
治
七
年
四
月
療
病
院
建
設
の
協
力
を
褒
買
さ
れ
金
を
賜
っ
た
寺
院
が
四
十
五
人
あ
っ
た
が、

之
ら
は
皆
勤

除
方
で
あ
っ
た。
咋以
金
を
多
く
輿
え
ら
れ
て
い
る、

願
成
寺、

慈
照
寺、

前
輝
林
寺、

興
聖
寺、

大
霙
院、

前
法
金
剛
院、

蝠
桃
院、

鹿
苑
寺、

投
洞
軒、

山
縣
ら
が
勅
諭
方
の
中
心
と
し
て
働
い
た
の
で
あ
ろ
う。

又
こ
れ
ら
の
人
々
は、

療
病
院
開
院
の
後、

更
に
施
薬
院
を
復
興
し
た
い
旨
を
闊
顧
し、

詢
諭
所
を
大
公
院
内
南
陽
軒、

知
恩
院
内
先
求
院、

本
願
寺、

一
條
千
本
大
超
寺
に
骰
い
て
寄
附
を
集
め
た。

翌
六
年
之
ら
を
陵
し
て
療
病
院
門
前
士
族
島
居
小
路
紐
孟
の
家
を
勘
除
所
と
し
た。

し
か
し
そ
の
後
何
ら
記

事
の
徴
す
べ
き
も
の
が
な
い
。

現
在
の
施
槃
院
は、

明
治
三
十
一

年、

安
藤
精
斬
が
主
咀
し
て
知
恩
院
内
法
憶
院
に
閲
設
さ
れ
た
も
の
4
後
身
で
あ
る。

尚
療
病
院
の
名
稲
は、

天
華
・
祖
厳
・
雲
厳
ら
が、

往
昔
の
療
病
・
施
業
・
悲
田
の
三
院
に
よ
っ
て
命
名
せ
ん
こ
と
を
闊
う
て
出
来
た
由
で、

閑
科
大
學

一

方
府
で
は、

従
来
窮
民
授
産
所
の
費
用
に
常
て
A
い
た
諸
滸
所
の
科
税
を、

療
病
院
助
費
に
振
替
え
る
こ
と
と
し、

又
府
下
の
諮
師

及
び
薬
舗
に
も
出
金
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
、

同
年
十
月
愈
々
療
病
院
建
料
の
告
論
を
殺
し
た
。

そ
し
て
翌
十
一

月
明
石
に
療
病
院
掛
兼
勤

、’1
8

0
]
 

を
命
じ
、

河
原
町
二
條
高
田
派
別
院
に
創
立
事
務
所
を
證
い
て
、

姦
に
療
病
院
設
置
の
第
一

歩
を
陪
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

療
病
院
建
督
の
告
論

療
病
院
ヲ
運
螢`
ン
廣
ク
衆
庶
之
病
難
ヲ
救
フ
ハ
人
民
御
保
全
之
御
趣
意
ヲ
遵
奉
ス
ル
一

端
ニ
シ
テ
今
日
可
務
之
急
タ
リ

モ
良
諮
ノ
其
任
二
堪
ル
ヲ
得
サ
ル
ト
費
用
ノ
葵
大
ナ
ル
ヲ
以
イ
マ
タ
畢
行
フ
事
ヲ
得
ス

ル
向
打
之
共
志
可
感
宜
市
二
付
近
々
世
界
ヲ
穿
酪‘ン
良
緊
雁
入
療
病
院
創
業
二
及
フ
ヘ
シ

ハ
世
人
J
為
メ
其
功
業
宜
二
莫
大
ナ
ル
ヘ
シ

に
陸
格
す
る
迄
ず
つ
と
使
用
せ
ら
れ
た。

施
薬
院
も
同
晰
で
あ
る。

大
雲
院
的
門

京
都
府
立
椅
科
大
学
八
十
年
史

開
府
以
来
其
筏
ヲ
遥
ス
ト
イ
ヘ
ト

然
ル
慮
此
頃
別
紙
之
通
入
費
ヲ
助
テ
速
二
療
病
院
建
替
之
儀
願
出

有
志
之
輩
此
意
ヲ
林ヽ
ン
官
民
相
助
ケ
是
ヲ
成
就
ス
ル
ニ
オ
ヰ
テ

一
六



抒

説

`
r
R
i
令

4iL
祐
仏n11
r
il
h‘
↓
灯r

t閑
t

i
り

µしパ
Ji4
1
た
{
u
t
«
$↑・
サ‘
ふ，1`
“ぺ
｀^

｀

 

f”
上
社
ばな"
k
芥＇
唸
り
勺ig

需
[
願

Itよh,J

令
ig
心

1
田
廿

ふ、

金

}

t

i(t
由

ぐ
i
fi
＼松

献

f
；
ら、
い
＊4
仔，

9

[

員

t
t
勺

＂中
＂
：

よ
日
閲

r
し

hり

じ
11
1

内
OO

O

痘

，

 

叫
Ji心i'
1

ふ｀
ふ
11、り

µ
払
i'5

種

ム
iii
が"

h‘払
信ん
？

．
‘

か
i
A
”

t:”
t,94
¢

代
令，硲
ー、
§
ぷ～

養峠
ゎ

；ヽ▲

↑
i．
勺

0,It
:
刈
ふC

名
姉
府，
枷
屠

安·s泣亨か・デー四

辛
未
十
月

二

右
之
通
山
城
園
中
工
無
洩
相
逹
ス
ル
者
也

御

京
都
府

聴17)

有
仕
合
奉
存
候

辛
未
十
二
月
四
日

苫
面
帥
妙
之
事二
付

随
届
候
事
®

以
上

←ヒ

士
族

大
村
逹
齋
®

乍
卿
金
参
百
雨
献
納
仕
度
右
御
費
用
の
内へ
御
差
加
被
成
下
候
は
4

難

療
病
院
御
建
螢二
付
献
金
御
願
書

此
度
療
病
院
御
取
逹
之
趣
敬
承
仕
御
仁
他
之
御
趣
意
奉
感
似
候

依
之

一
、

献
金

五
拾
雨

‘,'
 
右

種
痘
舘
吸
員
惣
長

前

田

松

閣

、
金
千
雨

里
坊
建
物

寺
藤
百
四
十
二
石
九
斗

一
、

之
内
年
々
百
石
ツ
、

建

物

一
、

故
大
僧
正
住
居
建
物

〔
別
紙〕

献
上

献
上

献
上

京

本

願

寺

宜

相

院

都

賓

院 府



申
闊
し
た
も
の
で
あ
る。

賢
小
石
中
蔵・
楢
林
建
吉・
中
村
四
郎

京

都

府

右
と
同
様
の
「
奉
願
口
上
伐」
と
い
う
文
井
が
江
馬
家
に
蔵
さ
れ
て
い
る。
明
治
四
年
十一
月
十
二
日、
種
痘
餡
諮
員
惣
長
補
助
江
馬
樅
之
介

各
h
拾
雨、
赤
澤
立
暉・
小
森
隆
吉

各
三
拾
雨、
詞
岡
信
哉・
多
田
諒
舗

花
街
か
ら
冥
加
錢
を
取
立
て
る
に
つ
い
て、
府
は
次
の
や
う
な
布
告
を
出
し
た。

．

 

療
病
院
創
業
之
袋
別
紙
之
通
布
告
二

及
ヘ
リ
（
中
略）
授
産
所
費
用
冥
加
錢
都
テ
陵
止
改
テ
療
病
院
伐
用

ヲ
助
ク
ル
ノ
仕
法
立
申
附
ル
條
前
段
世
上
二

病
毒
ヲ
流
偲
ス
ル
ヲ
褻
シ
テ
却
テ
衆
人
ノ
病
雖
ヲ
救
ヒ
共
二

健
全
天
品
ヲ
保
ツ
ヘ
キ
心
掛
肝
要
ク
ル
ヘ
キ
屯▼

右
之
趣
賭
遊
所
遊
女
残
布
茶
厖
商
業
之
モ
ノ
共
へ
無
洩
相
逹
ル
モ
ノ
也

辛
未
十
月

而
し
て
翌
十一
月
療
病
院
助
費
遊
女
藝
者
冥
加
錢
割
を
布
逹
し
て
い
る
が、
そ
れ
に
よ
る
と、
一
毀
夜
の
花
代
の
二
十
分
の
一
を
各
人
出
錢
せ
し
め、
日

日
積
立
て
4
月
末
に
納
め
る
こ
と
と
し、
又
健

全保
陵
之
鑑
札
を
各
人
に
渡
し、
一
週
毎
の
整
師
の
検
任
に
際
し
病
氣
の
も
の
は
そ
の
鑑
札
を
引
揚
げ、
そ

の
間
働
は
差
留
め
る
（
但
し
冥
加
錢
は
出
さ
な
く
て
も
よ
い）
こ
と
に
な
っ
て
い
た。

市
中
酪
師
か
ら
は、
翌
五
年
十
月
に
な
つ
て、
前
述
の
設
立
衣
金
と
は
別
に、
療
病
院
維
持
費
と
し
て
各
戸一
カ
年
金一
回
宛
差
出
さ
せ
る
こ
と
と
し、

最
初
納
金
の
際
鑑
札
を
渡
し
て
登
録
し
た。
爾
後
年
々
正
月
に
右
金
額
を
取
立
て、
納
め
な
い
者
に
は
「
此
業
ヲ
替
候
袋
不
相
成
候」
と
い
う
厳
格
な
規
定

を
作
っ
た。
後
に
な
っ
て、
こ
の
一
回
が
な
か
な
か
彿
え
な
い
人
が
出
て
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

創
立
事
務
所
は
四
年
十
二
月
寺
町
四
條
下
ル
大
雲
院
内
に
移
韓
せ
ら
れ、

募
金
も
十
敷
万
金
集
っ
た。
明
石
は
療
病
院
掛
を
命
ぜ
ら
れ

る
や
直
ち
に
府
下
の
諮
業
を
整
備
し、
以
て
根
病
院
の
藩
屏
た
ら
し
め
る
こ
と
を
計
っ
た。

各
i一
拾
五
雨
の
献
金
を
辿
名
で

京
都
府
立
僻
科
大
學
八
十
年
史

一

八

百
雨、



ン

t

ま
ず
四
年
十
二
月、

市
中
の
糊
師
に
各
日
の
流
派
を
録
申
せ
し
め
た。

西
洋
諮
流
一

三
五
人

二
九
二
人

総
計
五
三
九
人
で
あ
っ
た
。

次
い
で
、

五
年
正
月
整
務
取
締
の
制
度
を
設
け
た
。

支
那
方
一
人

一
、

市
中
三
組
ノ
問
ヲ
合
併
シ
テ
一
臨
ト
シ
一

屈
毎
二
組
中
取
締
糊
二
人
ツ
ヽ

其
流
派
ノ
惜
各
人
入
札
ヲ
以
テ
人
選
偽
致
度
候

西
洋
方
一
人

一
、

組
取
締
賠
総
括
ト
シ
テ
上
下
京
ニ
テ
穏
取
締
各
i一
人
声
詞
―
AJ
組
取
締
啓
ノ
中
ヨ
リ
前
同
様
之
法
ニ
テ
人
選
為
致
度
候

（
以
下
略
）

壬
申
正
月
十
二
日

督
勘
し
て
著
々
寮
病
院
阻
設
へ
の
地
歩
を
堅
四
に
固
め
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
四
年
十
二
月、

府
は
前
田
松
閣
を
大
阪
に
差
逍
し
骸
師
屈
傭
の
事
を
謀
ら
し
め
た
。

一

九
明

石

閲

高I)

西
洋
支
那
折
衷
―
―

二
人

療
病
院
掛
兼
勤

又
三
月
に
は、

路
業
の
者
精
々

學
衛
研
究
す
ぺ
き
こ
と、

洋
整
方
は
支
那
方
に
超
絶
す
る
こ
と、

不
學
の
依
に
閲
法
を
熟
知
さ
せ
る
よ

う
取
締
る
こ
と、

槃
品
は
常
府
検
明
薬
を
川
い
さ
せ
る
こ
と、

無
屈
の
陪
師
を
取
tL
す
こ
と
等
を
各
取
締
に
説
泊
し
た
3

四
月
に
は
市
中

殴
師
が
曾
訊
愉
講
な
ど
し
て
勉
勘
し
て
い
る
が、

そ
の
校
様
を
屈
II
さ
せ
て
い
る
c

而
し
て
同
十
一

月
に
は
「
将
サ
ニ

管
内
諮
業
ノ
巧
拙

ヲ
試
瞼
セ
ン
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
珠
メ
ソ
ノ
徒
二

化
戒
シ
更
二

術
業
ヲ
磨
勘
セ
シ
ム
」

と
布
逹
し
た
。

こ
の
よ
う
に
市
中
の
招
師
を
照
備
し、

獨
逸
か
ら
諮
師
を
屈
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は、

丁
皮
そ
の
以
詢
(
-
i
i

年ー一
月）、

相
良
知
安
・
料
佐
純
等
の、

獨
逸
閲
卒
を
採
用
然
る
べ
し
と
い
う

8
0
 

建
言
が
容
れ
ら
れ
て、

そ
の
年
八
月、

大
限
東
校
に、ミ
ュ
ラ
ー、

ホ
フ
マ
ン
の
国
人
が
来
湖
し
た
こ
と
が
影
親
し
て
い
る
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る。

そ
し
て

又、

ヨ
ン
ケ
ル
の
後
任
者
閾
糊
マ
ン
ス
ヘ
ル
ド
に、

獨
逸
晶
を
以
て
数
授
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
事
宜
は、

こ
の
間
の
事
個
を
物
語
っ
て
い
よ
う。 支

那
幣
流



熊

明
治
三
年

岡

山

、
J

閥
諮
ロ
イ
テ
ル

42

閾
閤
マ
ン
ス
ヘ
ル
ド

鹿
兒
励

大

阪

金

澤

常
時
外
國
数
師
を
屈
傭
し
て
閲
堺
生
を
教
授
し、

病
院
を
阻
設
し
て
い
た
も
の
は、

文
久
元
年
(
186
1)

西
洋
降
躯
所
・
明
治
二
年
(
18
69)

諮
卒
校
並
病
院
・
大
學
東
校

英
院
ウ
イ
リ
ス

文
久
元
年

獨
骰
ミ
ュ
ラ
ー、

同
ホ
フ
マ
ン

長
崎
f父

生
所
・
脳
廊
元
年
(
18
65)

精
得
舘
•
明
治
元
年

安
政
四
年
(
1857)

閾
蒻
ボ
ム
ベ
・
文
久
二
年

同
レ
ウ
エ
ン

鹿
應

1一一
年
(
1867)

�-
牛
商り
.
明
治
二
年

明
治
i

i

年

明
治
i一
年

明
治
三
年

英
陀
ウ
イ
リ
ス

閲
厚
餡
及
大
病
院

病
院
及
陪
卑
所

曲
密
ス
ロ
イ
ス

同
ェ
ル
メ
レ
ン
ス

本

で
あ
っ
た
が、

東
京
を
除
い
て
は
獨
逸
人
を
雁
傭
し
た
も
の
は
な
か
っ
た。
こ
の
黙
な
か
な
か
先
駆
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う。

し
か
し
一
方、

山
木
悦
馬
は
獨
逸
人
リ
ュ
ー
ド
ル
フ
・
レ
ー
マ
ン
と
児
懇
で
あ
り、

維
新
前、

自
藩
會
律
藩
に
説
い
て、
一
万
氏
千
挺
の
ス
ナ
イ
ド
ル
銃

を
レ
ー
マ
ン
を
介
し
て
注
文
し
た。

之
は
我
國
最
初
の
元
込
銃
で
あ
っ
た
が、

不
幸
に
し
て
烏
羽
伏
見
の
役
後
に
到
賄
し
た
の
で
引
取
手
が
な
く、

紀
州
藩

が
之
を
買
収
つ
て
奥
州
征
討
に
使
用
し
た
こ
と
が
あ
る。

こ
の
こ
と
や、

又
既
に
弟
の
カ
ー
ル
・
レ
ー
マ
ン
が
廂
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
で、

獨
逸
人
図

師
ヨ
ン
ケ
ル
同
傭
の
こ
と
は、

単
に
山
本
と
レ
ー
マ
ン
の
脳
係
に
趾
す
ぺ
き
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

か
く
し
て
諮
師
招
聘
の
條
約
も
出
来、

五
年
八
月
に
は
愈
々
ヨ
ン
ケ
ル
・
フ
ォ
ン
・

ラ
ン
ゲ
ッ
ク
J
u
n
ker
v
o
n
 Lnn
ge
gg
が
米
惧
し

た
の
で、

明
石
博
高
が
永
年
の
憚
熱
を
傾
け
た、

外
國
敦
師
に
よ
る
療
病
院
・

證
學
校
は、

こ
4
に
上
記
諸
諮
學
校
に
つ
い
で
、

京
都
に

浪
帷
似
病
院
・
大
阪
閲
堺
校

閲
學
校

同
マ
ン
ス
ヘ
ル
ド
・
明
治一
-

i

年

同
ポ
ー
ド
イ
ン
・
慶
眼
元
年

同
ハ
ラ
ク
マ
、

長

崎

四
年

束

求

京
都
府
立
醤
科
大
學
八
十
年
史

湖
幣
ボ
ー
ド
イ
ン
・
一＿一
年

悩
串
伯

明
治
四
年

此
崎
図
学
校

二
r
J



If 

説

柑
氏
舎
密
原
義

暗
氏
生
理
厚
紀
開

義
氏
工
藝
指
要
舎
密
害

貌
氏
電
機
篇

内
科
小
言

電
機
瞥
説

未
定
璃ー

未
定
稿

陶
磁
説

微
弗
涅
兒
化
學
紀

分
析
學
初
歩

同
上

最
新
良
方
紐
脚
術
玄
義

簡
使
治
療
害

吉
水
淵
泉
効
用
耕

明
治
二
十
八
年

（
ポ
ー
ド
イ
ン
）

（
ギ
ラ
ル
ヂ
ン
）

京
都
岱
事
梱
生
誌

（
フ
ァ
ン
・

デ
ル
・

ビ
ュ
ル
ク
）

（
ヂ
ユ
フ
ロ
ス
）

梢
村
正
直
小
縛

天
保
紅
年
五
月、

長
藩
士
材
仁
正
純
の
第
二
子
と
し
て
誕
生。

嘉
永
七
年
相
村
渦
俊
の
投
子
と
な
る
3

漸
く
艮
じ
て
俊
敏、

國
事
に
奔
走
す。

明
治
元
年

肺
病
論

同
八
月
刊

百
斯
篤
治
湘

明
治
六
年
刊

虎
列
刺
治
則

本
朝
槃
泉
考

化
學
撮
要

未
刊

撮
影
須
知

開
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

明
石
陣
邸
は、

明
治
四
十一ー一
年
一
月
胃
病
を
殺
し、

病
臥
六
ヶ
月
遂
に
起
た
ず、

六
月
二
十
日、

七
十
二
歳
を
以
て
歿
し
た。

法
名
静
観
院
閲
善
大
居

8
]
 

士、

洛
東
洞
水
山
共
同
硲
地
に
葬
る。

明
治
十
四
年
官
を
僻
す
る
迄
十
年、

そ
の
間
の
治
禎
は
莫
大
な
も
の
が
あ
っ
た。

谷
頭
に
羅
列
し
た
も
の
は
そ
の
一

斑
に
過
ぎ
な
い。

告
書
（
肉
學
及
理
化
駆
に
局
す
る
も
の
）
の
主
な
も
の
は

防
雷
鍼
略
説

住
之
一
巻
之
二

未
刊

ワ
グ
ネ
ル
博
士
化
卒
購
義
策
記

薬
物
浜
贋
賭
識
抄
（
ペ
ー
レ
ラ
）



(G) <5) (4) (3) (2) (1) 

江
馬
梱
之
介

壬
申
日
記

従
明
治
元
年
至
同
ヒ
年

京
都
府
史

別
部

外
國
交
渉
類

第一

外
國
牧
暉
雁
入一
件

以
上
稿
本

従
明
治
元
年
至
同
七
年

京
都
府
史

政
治
部

學
政
類

第

同

上

第
三

謂人
物

維
治

維
類

同

上

第
二

種
痘

従
明
治
元
年
至
同
ヒ
年

点
都
府
史

引
用
並
参
考
文
献

文
政
十一
年一
月、
會
津
藩
士
山
本
拙
八
の
子
と
し
て
誕
生。
嘉
永
几
年、
林
樅
助
に
従
い
江
戸
に
洋
式
砲
術
を
厚
ぶ。
江
川
坦
庵、
佐
久
間
象
山、
勝

海
舟
の
円
を
た
4
き、
自
ら
箸
没
銃
を
淡
明
す。
蹄
藩
後、
洋
式
砲
硝
の
採
用
を
建
言
し
て
禁
足
さ
る。
後
昨
さ
れ
て
軍
事
取
調
兼
大
砲
頭
取
と
な
る。
元

治
元
年
藩
侯
に
従
っ
て
上
洛、
蛤
御
門
の
褪
に
参
加
す。
倒
柾
に
際
し
宜
軍
に
幽
閉
さ
れ、
そ
の
間
「
管
見」
を
拷
述
し、
卓
越
し
た
革
新
的
意
見
を
載

す。
維
新
前
後
に
失
明
し
た
が、
京
都
府
に
出
仕、
後
府
顧
問
と
な
り、
明
治
八
年
新
島
埠
と
同
志
祀
を
興
す。
十
二
年
京
都
府
會
の
組
織
せ
ら
れ
る
と
共

に
初
代
議
長
と
な
り、
功
紹
多
し。
後
商
業
會
議
所
會
頭
と
な
り、
二
十
●
年
十
二
月、
六
十
五
オ
を
以
て
歿
し
た。

山
本
烈
馬
小
他

京
祁
府
立
愕
科
大
庫
八
十
年
史

小
半
校
創
設

中
摩
校
創
設

學
咬
献
供

政
治
部

術
生
類

第一

恣
務

根
病
院一
件
付
解
剖
事
件

九
月
議
政
官
史
官
試
補
と
な
り
京
都
府
に
出
仕、
七
月
知
事
長
谷
信
篤
の
下
に
府
梱
参
事、
四
年
九
月
大
参
事、
こ
の
間、
公
卿
川
身
の
知
事
の
下
に
あ
っ

て、
自
ら
釆
配
を
振
つ
て
大
い
に
府
治
を
改
革
す。
元
束
木
戸
孝
允
と
よ
し。
桐
村
の
治
紐
は
木
戸
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い。
八
年
七
月
拙
知
事、
十一
年

一
月
京
都
府
知
事
と
な
る。
十
四
年一
月
元
老
院g
育
と
な
っ
て
京
都
を
去
り、
更
に
行
政
裁
判
所
初
代
長
官
と
な
り、
二
十
年
五
月
男
爵、
従
二
位
mJJ

等、
二
十
九
年
四
月
東
京
に
死
す。
享
年
六
十
四
オ。

京
都
府
文
庫
蔵



（況）（凶）（22) (21) (20) (19) (18) (17) (16)(15) (14) (13)(12) (11) (10) (9) (8) (7) 

序

中
野

操

説

昭
和
十
七
年一一
月

南
江
堂

中
野

採

明
治
時
代
京
都
閲
事
年
表

第一
―
天
九
ー―

二
九
三
就

昭
和
十
六
年一―-
l

七
月

阪
島

茂

明
治
初
頭
に
於
け
る
皇
軍
梱
生
制
皮
の
殺
逹

幣
諏

第
九
跳

昭
和
十
六
年
六
月

京
都
新
報

第
十
八
琥

同

上

京
都
を
中
心
と
し
た
種
痘
他
束
史

同
上

中
野

操

京
都
種
痘
創
始
者
日
野
鼎
哉
先
生

求
都
府
閃
師
會
報

第
八
眺

種
紅
他
束
翌
百
年
記
念
眺

昭
和
二
十
万
年
十
月

E

.

s

生

京
都
喝
事
栃
生
誌

第
二
十
じ．―-

十
八
眺

明
治
二
十
九
年
六・
七
月

川
崎
近
太
郎

京
都
府
合
密
局

囮
諏

第
十一
桃

昭
利
十
六
年
i一
月

小
泉
俊
太
郎

令
密
屈
時
代
の
阿
糾

日
本
郡ぷ
報

中
野

操

我
邦
検
改
思
想
の
勃
典
と
其
彩
態
に
就
て

第
几

谷
第
十
琥

昭
和
十
れ
年
十
月

胄
山
渡
村

山
本
位
馬

令
密
卑
者

昭
和
三
年
十
二
月

同
志
社

同

上

明
石
博
i

り回

（

紹
）

同
上

第
百
七
十一
孟砒

一
和

甫

木

堺陪
史
除
諏

京
都
科印士
の
復
典

明
石
喝
凶

京
都
府
立
閃
科
大
収
新
園

田
中
緑
紅

以
上
江
馬
家
蔵

京
都
府
竪
卑
校
及
根
病
院
梢
革

大
正
h

年
六
月

静
瀾
稼
略
他

明
治
初
年
の
京
都
と
獨
逸
悩
學
の
楡
入

明
治
文
化
と
明
石
団
高
稔

店
師
の
甲
東

京
都
ノ
種
痘
泊
革

明
治
万
年
二
月

里
國
図
事
大
年
よ

昭
和
十
七
年
六
月

日

本閲
史
駆
維
誌

中
野

操

囮
諏

第
六
桃

第
百
七
十
二
琥

昭
和
十
八
年
三
月

昭
和
十
四
年
九
月

臨
床
の
皮
門
泌
尿
と
共
境
域

第
十一
年
第
卜

八
挑

昭
和
十一
年
JL
月

明
石
阻
明

板
谷
無
縁

求
都
府
閃
摩
校
々
友
會
雑
誌

同

上

癸
内
明
治
六
年
日
記

昭
和
十
八
年
i一
月

第
ニ
ー

廿
披

明
治一
i一
十
年
i――
—

九
月



⑱)（32) (31) (30)（29) (28) (27) (26) (25) 

同 悛
育
機
腿
の
沼
革
現
勢
大
観

旅
病
院
新
聞

第
二
眺

第
九
巻
第
二
十
八
腕

昭
和
十
四
年
七
月

大
久
保
利
謙

昭
和
十
八
年
五
月

創
元
祀

高

梨

光

司

京
都
府
立
蜀
科
大
學
八
十
年
史昭

和
二
年一
月

明
治一
二
十
七
年
十
月

昭
和
十
八
年
十
二
月

稲
畑
勝
太
郎
君
侍

日
本
の
大
學

第
三
琥

週
刊
怜
事
衝
生

昭
和
十
六
年
十
月

京
都
市
囮
師
會
五
十
年
史

東
京
帝
國
大
學
五
十
年
史

下
朋

昭
和
七
年
十
一
月

富
士
川

滸

大
槻
如
祝

新
撰
洋
學
年
表

日
本
醤
學
史

二

皿


